
令和７年
１月３０日～
３月１９日
４月

パブリックコメント実施
生物多様性地域戦略推進会議（最終案協議）
環境福祉委員会で最終案報告後、策定

「宮城県生物多様性地域戦略」の第２次改訂（中間案）のパブコメについて
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２ 改訂の背景

３ 第２次改訂の概要（中間案）

本県の生物多様性の損失を止め、 反転させる「ネイチャーポジティ
ブ」の実現に向けた取組を推進するため、生物多様性を意識した暮ら
しや社会経済を選択することが当たり前になった社会を目指し、宮城
県生物多様性地域戦略推進会議等の意見を踏まえ、以下の点を中心
に改訂を行う。

（１）全産業での取組拡充や、ゼロカーボン施策との連携強化により、

生物多様性の保全・回復に貢献する経済活動への移行を推進。

・温室効果ガス排出量の削減と森林やブルーカーボン等の吸収源の増加

・企業活動における生物多様性を意識した経営への移行 など

（２）持続可能な生産・消費活動や、自然環境の回復に貢献するライ

フスタイルへの転換に対する県民の理解を深め、県民一人ひとり
の行動変容を促進。
・環境に配慮した生産物の選択や３Ｒへの能動的な取組 など

１ 宮城県生物多様性地域戦略

生物多様性基本法に基づき、本県における生物

多様性の保全と、その持続的な利用に関する考え

方や、具体的な取組を示すものとして、平成２７年

に策定した法定計画。

計画期間：平成２７年度～令和１６年度（２０年間）

（※５年を目途に必要に応じ改訂 (第１次改訂：令和２年)）

温暖化対策と併せ、生物多様性に
対する戦略が必要

ネイチャーポジティブ※

の実現
※自然再興：自然を回復軌道に乗せる

ため 生物多様性の損失
を止め、 反転させること

⇒ 社会・経済全体を生物多様性
の保全に貢献するよう変革す
る必要がある

人間の活動による自然環境の悪化

地球温暖化の進行

生物多様性の損失
人間活動の影響により、種の絶
滅が加速
●開発、水質の悪化等に

よる生物の生息環境の減少

●生物資源の乱獲、外来生物の
侵入等による在来生物の減少

自然からの恵みの減少により

持続可能な
社会の実現が困難
全世界におけるGDPの半分以
上は自然やその機能に依存

【既に出ている影響】
●サンマ、サケの漁獲量の減少
●農作物の生育悪化・品質低下
など

人間社会は、多様な生物からの
恵み（自然の恵み）に支えられ
ている

４ 改訂スケジュール

５ パブコメの実施

令和７年２月２８日（金）まで、パブコメを実施しています。
みなさまの御意見をお待ちしております。

宮城県HP＞ パブリックコメント
＞令和6年度県民の意見提出手続



主催：宮城県 環境生活部 自然保護課

※本イベントについてのお問い合わせは県・自然保護課までお願いします。（会場の宮城大学では対応できません）

持続続可能な社会に向けて、カーボンニュートラルと同時に、世界的に取組が求められている “ネイチャーポジティブ※” 宮城県内の企業
の取組や、若い皆さんとの交流を通じて、身近なところから一緒に考えてみませんか？
※自然を回復軌道に乗せるため、生物多様性の損失を止め、反転させること

宮城県からネイチャーポジティブを実現！　～生物多様性と県内の取組から～

宮城県環境生活部 自然保護課　022-211-2672( 平日 8:30~17:00) 

参加申込み：2025/1/31( 金 ) まで

イベント詳細HP

右のQRコードからお申し込みください。

令和６年度

2/9
宮城大学 大和キャンパス 交流棟２F PLUS ULTRA

午前の部（シンポジウム）

午後の部（イベント )

・価値創造デザイン学類・感性情報デザイン演習Ⅳ　伊豆沼・内沼の生物多様性を伝えるメディア展示
・小沢晴司研究室　宮城大学キャンパス林（自然共生サイト候補地）ツアー
・茅原拓朗研究室 環境教育ボードゲーム・デモプレイ／環境配慮行動の心理学研究発表

物品販売

お問い合わせ先 (事務局 )：

［ 午前の部 ］

［ 午後の部 ］

 1 0 : 0 0 ~ 1 2 : 0 0  

1 3 : 0 0 ~ 1 5  : 0 0  

生物多様性と県内の取組について（シンポジウム）

生物多様性体感イベント

©宮城大学 樅山鈴

アクセス：https://www.myu.ac.jp/access/

本部棟

デザイン棟

交流棟 PLUS ULTRA

グラウンド

県道 264 号

・ネイチャーポジティブ実現に向けて　（環境省東北地方環境事務所）
・地域の環境課題解決に向けての取り組み　（イオンモール株式会社）
・ワイズユースをテーマにしたサスティナブルツーリズムの実践（有限会社伊豆沼農産）
・ネイチャーポジティブに向けた高校生からの提言（宮城県・宮城県古川黎明高校）
・宮城大学の生物多様性取組紹介　(宮城大学 )

伊豆沼や、自然共生サイトに関連する商品を販売予定（(有)伊豆沼農産、山藤運輸などが出展予定）

［ 物販販売 ］1 2 : 0 0 ~ 1 4  : 0 0（予定）

※1/31 以降の参加希望は、事務局までお問合せ下さい。

sizens@pref.miyagi.lg.jp

日2025 15 00

10 00

宮城大学

会場 ：

・「メディアで体感　伊豆沼へワープ！」 ／宮城大学　価値創造デザイン学類　学生 
・「宮城大学キャンパス林（自然共生サイト候補地）ツアー」 ※3　／宮城大学　小沢晴司研究室 
・「生物多様性をゲームで学ぼう！～環境教育ボードゲームデモプレイ～」／宮城大学　茅原拓朗研究室 
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令和７年度 良好な水環境保全・活用モデル事業の募集について

環境省では、水環境等の保全・活用による地域づくりにより、地域における関係主体の取組を促すとともに、
水環境の適切な管理・良好な環境の創出を目的としたモデル事業を実施いたします。

◆ 全国の水環境等の保全・活用等による地域課題の解決に取り
組む地域

◆ 地方公共団体、公益法人・NPO法人・企業・学校法人・観光
協会等の民間団体またはこれらを構成団体とする協議会等

公募対象地域・団体

対象事業

２）水環境等の活用方策の検討

■地域の自然的特性や歴史・文化・産業の観点を踏
まえた水辺や湧水、地下水の保全・創出活動

■水道水源である森や川からの流域一体的な保全・
調査

■水域生態系・水質の調査、普及啓発ツールの検討
■水域生態系の保全活動の経済価値評価、効果の見
える化 など

◼ 地域の環境資源の掘り起こしやブランディング、
地域特産品づくり

◼ きれいで豊かな水を活かした地場産業の維持・
振興 など

１）水環境等の保全・調査活動

モデル事業実施スケジュール（予定）

令和７年 ５月～ 初回打合せ、活動計画の協議等

６月～ 打合せ、伴走支援等

令和８年 ２月頃 活動結果報告会

２月末

３月頃

報告書提出

事業継続審査（２カ年での事業

を希望する場合）

※対象外の地域:全国の閉鎖性海域等の沿岸地域

公募スケジュール

問い合わせ先
環境省水・大気環境局環境管理課環境創造室 赤道、豊原、鈴木
TEL：03-5521-8298 E-mail：Water-Cycle◎env.go.jp（送信の際は「◎」を「@」に置き換えてください。）

公募期間：令和７年１月20日（月）～２月28日（金）17:00【必着】

選定結果の通知、公表：令和７年4月下旬頃

モデル事業のイメージ

モデル事業のスキーム

３）水環境等の保全・活用のための体制づくり

■１）、２）のための体制構築
■水に関わる取組を通じて地域内外の交流等を促進
させる活動（地域協議会等の組織の設立・運営、
シンポジウムの開催等）など

◆ １団体あたり申請額は300万円（税込み）以下と
してください。

◆ 希望する場合は、最大２年間のモデル事業の実施
が可能ですが、継続審査や、令和８年度は予算確
保次第で事業の内容を申請内容から変更していた
だくことがありますのでご留意ください。

水路のせせらぎの音ホタルの里の水辺保全

多様なステークホルダーとの源流域の保全活動

星空観察を通じた星空の保護

歴史的湧水による町づくり

資料5-5



令和７年度良好な環境を活用した観光モデル事業の募集について
環境省では、豊かな水辺、星空、音の風景等、地域特有の自然や文化の保全が行われてきた地域において、
インバウンド誘客に資する自然資本の磨き上げとその利活用に取り組み、「良好な環境」を活用したインバ
ウンド観光の推進を図ることを目的としたモデル事業を実施いたします。

地方公共団体、観光地域づくり法人（DMO）・公益法人・NPO法人・企業・学校法人・観光協会等の民間団体、
またはこれらを構成団体とする協議会等
※実施にあたり、対象地域を所管する地方公共団体の環境部局等（事業の対象となる「良好な環境」の保全を担当する部局）と連携するこ
とが望ましいです。

公募対象団体

対象事業

（２）②「良好な環境」の磨き上げの実践（多言語
対応、コンテンツ開発、ツアー造成等）

■インバウンド誘客に資する「良好な環境」の掘り起こ
しやブランディングに係る調査
■インバウンド誘客や保全と利用の好循環の実現に当
たっての地域の課題の整理 etc…

◼ 「良好な環境」に係るストーリーを多言語で解説する
ための訴求力のある素材の作成、環境整備（掲示物や
情報媒体の多言語化等）及び人材の育成

◼ 望まれる来訪者の体験を実現するためのコンテンツや
ツアーの企画・提供、モニターツアーの実施 etc…

（２）①「良好な環境」の磨き上げのための
調査・検討

モデル事業実施スケジュール（予定）

令和７年 ５月～ 初回打合せ、活動計画の協議等

６月～ 打合せ、伴走支援等

令和８年 ２月頃 活動結果報告会

２月末

３月頃

報告書提出

事業継続審査（２カ年での事業

を希望する場合）

公募スケジュール

問い合わせ先
環境省水・大気環境局環境管理課環境創造室 武藤、五十石、鈴木
TEL：03-5521-8298 E-mail：kankyo-ryoko◎env.go.jp（送信の際は「◎」を「@」に置き換えてください。）

公募期間：令和７年１月20日（月）～３月７日（金）17:00【必着】

選定結果の通知、公表：令和７年４月下旬頃

モデル事業のスキーム ◆ １団体あたり申請額は1000万円（税込み）以下と
してください。

◆ 希望する場合は、最大２年間のモデル事業の実施
が可能ですが、継続審査や、令和８年度は予算確
保次第で事業の内容を申請内容から変更していた
だくことがありますのでご留意ください。

多言語対応やツ
アー造成等を行
うことで、イン
バウンド誘客に
つなげる

モデル事業のイメージ

鳥の飛翔音

（１）に掲げる地域において行う、（２）に掲げる事業を対象とします。

（１）対象地域

名水百選・平成の名水百選・残したい“日本の音風景百選” ・かおり風景百選の選出地域、「星空の街・あおぞらの街」全
国大会の開催地域（開催予定地域含む）、みどり香るまちづくり企画コンテストの受賞地域、自然共生サイト、ラムサー
ル条約湿地 、令和４年度～令和６年度の良好環境創出関連モデル事業の対象地域 ※詳細は公募要領を参照

星空名水・湧水 杉と線香のかおり

安曇野市提供 宮城県栗原市


